
○ 当地域は、昭和19年の東南海地震により津波、地盤沈下の被害を受けたほか、昭和36
年の第２室戸台風により吉野川の堤防が破堤し全域が浸水被害を受けており、防災に関
する意識が高い。

○ 地盤標高が海抜０～１ｍの地帯であり常時機械排水が必要なため、多面的機能支払交
付金の活動において排水機場に接続する排水路の点検、保全管理を実施。

○ 都市化・混住化が進み、新規入居者は防災意識、農業用施設への関心が薄い。多面的
機能支払交付金の活動を紹介することで、新規入居者の防災意識の醸成を図っている。

川内地域農地・水・環境保全組織管理協定運営委員会（徳島県徳島市）

施設の点検・保全管理 防災・減災力の取組 今後の活動

【地区概要】
・取組面積 435ha （田328ha、畑107ha）

・資源量 開水路 100km
パイプライン 107km

・主な構成員
農業者、土地改良区、その他

・交付金 約25百万円（H29）

○行政（巡視避難指示）と土
地改良区（内水排除）の連
絡調整体制が整備されて
いない状況であり、今後は
連携を強化。

○豪雨時の内水ハザード
マップを整備し、市や集落
住民、消防団との情報共有
を図るとともに、排水機場
の運転状況や内水位情報
の収集システムを整備して
いく。

○農業用施設の重要性、防
災上の役割について、地域
に対して更なる意識の醸成
を図る。

○排水路に隣接する余剰地を利用して花壇を設
置し、柳の木やパンジーを植えることにより、地
域住民に水路への関心を促す。

○広報誌に多面的機能支払交付金の取組を掲載
し、防災に関する地域の意識醸成を図る。

○地域住民が活動へ参加することで、施設の
保全管理に対する地域の理解が深まった。

○排水路は常時水位が高く、人力では泥上げ
作業が困難であるため、各地域で業者と協
力して実施している。

降雨後の水路の
見回り

排水路の泥上げ
広報誌への
取組掲載

排水路沿線への
植栽

農地維持支払
資源向上支払（共同、長寿命化）

低平地における防災・減災の取組
と く しましかわうち


